
埼玉県流域下水道事業における官民連携方式
（ウォーターPPP等）に関する意見交換会
およびアンケートへの協力のお願い

令和7年10月23日

埼玉県下水道局
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官民の連携により
運営の効率化を目指す

本日の意見交換会について

1

下水道事業を取り巻く環境

下水道施設は快適な生活環境の確保や公共水域の保全・改善に不可欠な施設であり安
定的なサービス提供が求められています。
一方で、施設の老朽化、今後の人口動向、近年の物価上昇傾向等により、下水道事業

を取り巻く環境はより厳しくなっていくことが想定されます。

埼玉県が検討するウォーターＰＰＰ導入流域
・荒川上流流域下水道
・市野川流域下水道
・利根川右岸流域下水道
（以降、「３流域」とします）



本日の意見交換会では、３流域のより効率的運営の実現を目的
として、埼玉県が考える官民連携の方向性等について説明させ
ていただきます。

本日の意見交換会について

2

埼玉県下水道局マスコット

その上で、事業者の皆様からの御意見・
御要望をお伺いし最適な事業スキーム
策定の参考とさせていただきたいと考え
ています。



本日の説明内容

3

埼玉県がウォーターPPPに期待する効果

第１回マーケットサウンディング結果と
埼玉県が期待する官民連携の方向性

ウォーターPPPとは1

アンケート調査のお願い・質疑応答4

2
3



本日の説明内容

4

埼玉県がウォーターPPPに期待する効果

第１回マーケットサウンディング結果と
埼玉県が期待する官民連携の方向性

ウォーターPPPとは

アンケート調査のお願い・質疑応答4

2
3

1



1.ウォーターPPPとは 〜ウォーターPPPに関する国・埼玉県のこれまでの動き〜

出典︓ＰＰＰ／ＰＦＩ推進アクションプラン（令和5年改定版）の概要 5

主体内容等項目年月日
内閣府 PPP/PFI推進アクションプラン 令和5年改定版が決定さ

れ、コンセッションへ段階的に移行する新たな官民連携手
法として、「管理・更新一体マネジメント方式」を新設。

 上記方式として、運転維持管理と更新を一体的に委託する
「更新実施型」と更新は地方公共団体の支援を委託する
「更新支援型」を設置。

第 19 回民間資金等活用事業
推進会議（PFI推進会議）

R5年6月２日

内閣府 経済財政諮問会議での答申を経て閣議決定される「経済財
政運営と改革の基本方針」において、社会資本整備の改革
としてPPP/PFIの導入促進等を策定。

 上下水道の所管の一元化を見据えたウォーターPPPの導入
拡大を図る。

「経済財政運営と改革の基本
方針2023 加速する新しい資
本主義〜未来への投資の拡大
と構造的賃上げの実現〜

R5年６月16日

埼玉県埼玉県で管理する８つの流域下水道について比較・検討し、
荒川上流、市野川、利根川右岸を対象にウォーターPPPの導
入可能性の検討を行うことを決定。

埼玉県流域下水道へのウォー
ターPPP等の導入検討に関す
るプロジェクトチーム立上げ

R5年度末

国土交通省下水道事業を対象に、ウォーターPPP（レベル3.5）の要件、
交付金要件、導入検討の進め方等を整理し、具体的検討のガ
イドラインとして作成。

下水道分野におけるウォー
ターPPPガイドライン 第1.1版

R6年6月28日

埼玉県荒川上流、市野川、利根川右岸流域を対象に、下水道事業運
営上の課題整理、官民連携の基本方針作成、業務範囲の検討
等を行い、事業スキームを決定。

埼玉県流域下水道事業官民連
携における導入可能性調査

R6年９月18日



出典︓下水道分野におけるウォーターPPPガイドライン 第1.2版

4要件

国は令和5年度に上下水道事業の官民連携のレベルアップとして「ウォーターPPP」を位置付けた。
ウォーターPPPは「コンセッション方式（レベル4）」と「管理・更新一体型マネジメント方式
（レベル3.5）」の総称で、レベル3.5については4つの要件を満たす必要があることが示された。
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1.ウォーターPPPとは 〜ウォーターPPPの概要〜



出典︓下水道分野におけるウォーターPPPガイドライン 第1.2版 7

1.ウォーターPPPとは 〜ウォーターPPPと従来の業務委託との比較〜



本日の説明内容

8

埼玉県がウォーターPPPに期待する効果

第１回マーケットサウンディング結果と
埼玉県が期待する官民連携の方向性

ウォーターPPPとは

アンケート調査のお願い・質疑応答4
3
2
1
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次頁以降の事業スキームは、決定されたものではありません。
事業スキームの決定は、事業者の皆様のご意見や第２回のアンケート結果を
踏まえて行います。

２.第１回マーケットサウンディング結果と埼玉県が期待する官民連携の方向性



参入したいと思う

参入検討をしたいと思う

参入検討をしたい

とは思わない

参入したいとは思わない
わからない

11%

コンサルタント

19%

建設

維持管理

50%

メーカー

25%

全67社

埼玉県の下水道事業がWPPP等を導入する場合、約70％（回答数67社）の企業より
「参入したい」・「参入検討をしたいと思う」と回答があった。

参入したいと思う・
参入検討をしたいと思う
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２.第１回マーケットサウンディング結果と埼玉県が期待する官民連携の方向性

埼玉県は、官民連携手法の参考とするためマーケットサウンディングを実施した。
実施期間︓令和７年６月３０日から７月１８日まで



埼玉県の下水道事業がWPPP等を導入する場合、更新実施型（処理場のみ）、
更新実施型（処理場＋ポンプ場）、更新支援型（処理場＋ポンプ場）を希望する企業が多い結果
となった。

※1︓重複回答有り
※2︓回答者数53社あたりの回答数の比率（＝回答数/回答者数）
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No. 回答 回答数※1 比率※2

1 ウォーターPPP 更新実施型（処理場のみ） 25 47.2%

2 ウォーターPPP 更新実施型（処理場＋ポンプ場） 24 45.3%

3 ウォーターPPP 更新支援型（処理場＋ポンプ場） 19 35.8%

4 ウォーターPPP 更新実施型（処理場＋ポンプ場＋管路） 14 26.4%

5 ウォーターPPP 更新支援型（処理場のみ） 14 26.4%

6 維持管理包括委託（処理場＋ポンプ場） 13 24.5%

7 ウォーターPPP コンセッション方式 12 22.6%

8 ウォーターPPP 更新実施型（ポンプ場のみ） 9 17.0%

9 ウォーターPPP 更新支援型（処理場＋ポンプ場＋管路） 9 17.0%

10 維持管理包括委託（処理場のみ） 9 17.0%

11 ウォーターPPP 更新実施型（処理場＋管路） 8 15.1%

No. 回答 回答数※1 比率※2

12 ウォーターPPP 更新実施型（管路のみ） 7 13.2%

13 ウォーターPPP 更新支援型（管路のみ） 7 13.2%

14 維持管理包括委託（管路のみ） 7 13.2%

15 ウォーターPPP 更新実施型（ポンプ場＋管路） 6 11.3%

16 ウォーターPPP 更新支援型（ポンプ場のみ） 6 11.3%

17 維持管理包括委託（処理場＋管路） 6 11.3%

18 維持管理包括委託（ポンプ場のみ） 6 11.3%

19 ウォーターPPP 更新支援型（処理場＋管路） 5 9.4%

20 ウォーターPPP 更新支援型（ポンプ場＋管路） 5 9.4%

21 維持管理包括委託（ポンプ場＋管路） 5 9.4%

22 その他 2 3.8%

全回答数 218

２.第１回マーケットサウンディング結果と埼玉県が期待する官民連携の方向性



処理場 ポンプ場

管路

荒上

処理場 ポンプ場

管路

市野川

処理場 管路

利根右
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埼玉県が期待するウォーターＰＰＰの事業スキームは、
・対象施設を処理場・ポンプ場・管路
・荒川上流流域、市野川流域、利根川右岸流域の3流域一体

管理・更新一体マネジメント方式（レベル3.5）の導入を検討している

２.第１回マーケットサウンディング結果と埼玉県が期待する官民連携の方向性

 「ウォーターPPPの概要（内閣府）」では、国による支援に際し、管路を含めることを前提とするとある
 １回目のMS調査の結果では、管路を含めた事業スキームを希望する企業が一定数（53社中24社）いた

上記の理由から…



本日の説明内容
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埼玉県がウォーターPPPに期待する効果

第１回マーケットサウンディング結果と
埼玉県が期待する官民連携の方向性

ウォーターPPPとは1

アンケート調査のお願い・質疑応答4
3
2
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3.埼玉県がウォーターPPPに期待する効果 〜自治体が抱える課題〜

 施設老朽化に伴う更新費用等の増大や人口減少による維持管理負担金の減少など、自治体が抱え
る社会的課題に民間事業者の経営手法などを効果的に取り込むことで、事業継続に向けた体制の
維持・強化等に向けて、官民一体となって取組むことが求められている。

出典︓国交省HP
出典︓国立社会保障・人口問題研究所

日本の将来推計人口（全国）
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3.埼玉県がウォーターPPPに期待する効果 〜官と民の役割分担〜

【官側】
・長期的な経営の安定化(包括的民間委託･3年→WPPP･原則10年)
・民間事業者の創意工夫や包括化による事業効率化(性能発注)
・下水道施設(処理場･ポンプ場･管渠)における維持管理と更新の一体マネジメント

【民側】
・地域住民の雇用創出や地元企業の積極的参入による地域活性化も踏まえた、施設の安定的な

管理運営に対応する実施体制の確保
・設計から管理運営・改築更新までの一貫した事業遂行、またこれに伴う効率的な技術力向上及び

ノウハウ蓄積、ICT/IoT技術の導入等（設備投資）による作業の省力化・効率化
・施設の改築更新におけるストックマネジメント※の徹底（情報基盤整備等も含む）

※ストックマネジメント･･･下水道事業の役割を踏まえ、持続可能な下水道事業の実現を目的に、明確な目標を定め、
膨大な施設の状況を客観的に把握、評価し、長期的な施設の状態を予測しながら、下水道施設を計画的かつ効率的に管理すること

・安定した事業費確保に向けた自主事業等への取組み
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3.埼玉県がウォーターPPPに期待する効果 〜体制構築の一例〜

埼玉県下水道局

コンサルタント会社

電気工事会社

管工事会社

管渠点検調査会社

（メーカー）製造会社

システム構築会社

ＷＰＰＰ事業者

建設会社

保守点検会社

ユーティリティ会社

埼玉県下水道公社

修繕・改築
点検保守

マネジメント

調達

点検・調査

計画



17

3.埼玉県がウォーターPPPに期待する効果 〜事業者による業務内容の一例〜

荒川上流
流域

市野川
流域

利根川右岸
流域

活動拠点施設

活動拠点を設けて
3流域を連携して管理運営

・薬品調達
・燃料調達
・電気調達

・ネットワーク構築による遠隔監視の導入
・独自のセンサ設置による情報収集能力強化
・ＤＸを活用した点検記録の自動化
・自社による点検保守範囲の拡大
・未利用地を活用した電気使用量の削減

（太陽光発電設備の設置等）
・汚泥の堆肥化（周辺農家との連携）
・管渠点検調査の自動化（ドローン等の活用）
・他業種企業との連携による共同研究や共同開発
・開発技術の展開による企業活動拡大

共同調達

維持管理業務（処理場・ポンプ場）

・維持管理計画の策定
・日常点検業務
・保守点検業務
・試験業務
・修繕

維持管理業務（管路）

・ガス測定
・管渠清掃
・管渠調査

対応手段（検討例を示す）

改築工事

・長寿命化計画の策定
・ストックマネジメントの策定
・改築工事の実施
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3.埼玉県がウォーターPPPに期待する効果 〜地域貢献・企業価値の向上〜

・下水処理施設維持管理技術の向上
・下水道資源を活用した事業収入確保
・企業利益拡大
・事業拡大
・地域貢献、社会貢献
・企業間連携の拡大

・企業価値の向上
・企業経営の安定化

・ネットワーク構築による遠隔監視の導入
・独自のセンサ設置による情報収集能力強化
・ＤＸを活用した点検記録の自動化
・自社による点検保守範囲の拡大
・未利用地を活用した電気使用量の削減

（太陽光発電設備の設置等）
・汚泥の堆肥化（周辺農家との連携）
・管渠点検調査の自動化（ドローン等の活用）
・他業種企業との連携による共同研究や共同開発
・開発技術の展開による企業活動拡大

対応手段（検討例を示す） 企業側のメリット

プロフィットシェアの整理



出典︓下水道分野におけるウォーターPPPガイドライン 第1.2版 19

3.埼玉県がウォーターPPPに期待する効果 〜プロフィットシェアの考え方〜



出典︓下水道分野におけるウォーターPPPガイドライン 第1.2版 20

3.埼玉県がウォーターPPPに期待する効果 〜プロフィットシェアの一例〜
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利根右市野川荒上
対象業務

管路ポンプ場処理場管路ポンプ場処理場管路ポンプ場処理場
○○○○○○○○○

維持管理 全施設を
対象

全施設を
対象

全施設を
対象

全施設を
対象

全施設を
対象

全施設を
対象

全施設を
対象

全施設を
対象

全施設を
対象

○○○○○○○○○
修繕 全施設を

対象
全施設を

対象
全施設を

対象
全施設を

対象
全施設を

対象
全施設を

対象
全施設を

対象
全施設を

対象
全施設を

対象
○○○

水質分析・汚泥処分

○○○○○○○○○
更新計画案作成

○○○○○○○○○
実施設計

○○○○○○○○○
更新工事

※青枠内︓更新実施型の場合、それ以外︓更新支援型の場合

3.埼玉県がウォーターPPPに期待する効果
事業範囲（案）と想定する事業量
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バンド
リング

管理更新一体マネジメント事業
期間

対象
施設区分事業名

更新工事ストマネ計画策定

水道
集排×〇10年処理場

ポンプ場更新支援型守谷市上下水道施設管理等
包括業務委託

水道×〇10年
ポンプ場

管路
雨水施設

更新支援型利府町上下水道事業
包括的民間委託

○○10年管路更新実施型
葉山町下水道ウォーターPPP
（管路施設管理･更新一体
マネジメント）事業

○
※管路のみ○10年処理場

管路更新実施型富士市終末処理場
管理運転等業務

水道×〇10年ポンプ場
管路更新支援型宜野湾市上下水道事業

包括業務委託

3.第１回マーケットサウンディング結果と埼玉県が期待する官民連携の方向性

管理・更新一体マネジメント（レベル3.5）の先行事例



本日の説明内容
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埼玉県がウォーターPPPに期待する効果

第１回マーケットサウンディング結果と
埼玉県が期待する官民連携の方向性

ウォーターPPPとは1

アンケート調査のお願い・質疑応答

2

4
3



4.アンケート調査のお願い・質疑応答
埼玉県では、ウォーターPPP参入意向調査により民間事業者の皆様の参入意向や事業内容等に対する
考えを把握したいと考えております。お忙しいところ恐れ入りますが、ぜひご協力くださいますよう
お願いいたします。

実施対象︓ 下水道関連民間事業者

実施期間︓ 令和7年10月30日（木） 〜 令和7年11月6日（木）

回答方法︓ WEBにより回答

設問内容︓ ①埼玉県が導入を想定する事業スキーム案への意見

（予定） ②対象施設を全施設とする場合の参入意欲について
③貴社が参画を希望する事業スキームについて
④参画時の業務体制・業務範囲について
⑤参入を希望する事業者様のマッチングに関する確認
⑥その他
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令和7年11月6日（木）までに、下記QRコードからアンケートの
回答をお願いいたします。
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4.アンケート調査のお願い・質疑応答


